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三菱ケミカルの2050年カーボンニュートラルに向けたロードマップ

持続的な成長を達成しつつ、着実にカーボンニュートラルを実現

化学産業にとって水素は反応の還元剤のみならず、
クリーンエネルギー、カーボンリサイクル原料（CO2固定化）

となる重要なアイテムである
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日本化学工業協会 ー 化学産業のCNに向けた取り組み

総合資源エネルギー調査会第6回省エ
ネルギー・新エネルギー分科会水素
政策小委員会／資源燃料分科会アン
モニア等脱炭素燃料政策小委員会合
同会議
“カーボンニュートラルへの化学産業
としての取組みと水素・アンモニア
活用”日本化学工業協会 資料より
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サーキュラーエコノミー実現への取り組み

カーボンニュートラル(CN)とサーキュラーエコノミー(CE)実現に向け、プラスチックのリサイクル、バイオマス由来原料活用
に加えて、人工光合成技術等を用いたCO2の活用を進めていきます

LCAの活用

バリューチェーン全体で環境負荷削減へ
貢献する製品・サービスの強化

バイオプラスチック活用

・バイオマス由来原料活用
・生分解による炭素循環

オープンイノベーション、

ステークホルダーとの連携

AEPW, CE100, WBCSD, ICCA, Alliance for the 

Blue, WEF-LCET, GCNJ, CGC, CLOMA, JaiME, 

カーボンリサイクルファンド, SIP, Moonshot ほか

CO2の活用

・人工光合成PJ ・微細藻類利用PJ
・水素活用

1.光触媒等の開発

2.水素分離法開発

3.低級オレフィン合成の開発

1.中部圏水素利用協議会
2.水素バリューチェーン推進協議会

+H2

プラスチック循環

・プラスチック油化事業化検討 –ENEOSと
・PETケミカルリサイクル検討 –キリンと
・アクリル樹脂ケミカルリサイクル –ホンダと
・リサイクルのためのサプライチェーン構築の検討
・国内外の静脈産業への出資

GOHSENOL
TM
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グリーンイノベーション基金 CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発

人工光合成型化学原料製造事業化開発
① 光触媒水分解によるH2製造
② CO2とH2からのメタノール、オレフィン製造

H2
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H2O
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水分解

オレフィン
膜反応
分離

MTO
触媒

MTO :
Methanol to Olefin

プラスチック
化学品
原料

共同実施
三菱ケミカル（分離膜開発）
三菱ガス化学（触媒開発）

人工光合成化学プロセス技術研究組合 (ARPChem)

エチレン

プロピレン

① グリーン水素（人工光合成）等からの
化学原料製造技術の開発・実証
光触媒水分解によるH2製造

② CO2からの基礎化学品製造技術の開発・実証

CO2とH2からのメタノール、オレフィン製造

三菱ケミカル

共同研究：
東京大学、
東京工業大学

組合員（11社）：INPEX、JX金属、大日本印刷、
デクセリアルズ、東レ、トヨタ自動車、日本製鉄、フルヤ金属、
三井化学、三菱ケミカル、京セラ
共同実施（10機関）：東京大学、信州大学、東京理科大学、産業技術総合研究所、
東北大学、京都大学、名古屋大学、
山口大学、宮崎大学、岐阜大学
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鹿島港カーボンニュートラルポート形成計画（案）
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関東地域エネルギー・温暖化対
策推進会議
茨城県におけるカーボンニュー
トラルへの挑戦

コンビナートのCN達成においても水素は重要な役割を果たす
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オレフィン生産コスト推算
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第2回クリーンエネルギー戦略検討合同会合産業構造審議会産業技術環境分科会グリーソトランスフォーメーション推進小委員会

エネルギー源、原料のどちらの観点からも国際的に競争力を有する持続可能な水素の確保は大きな課題
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2050年CN達成のための化学産業での水素需要量の試算

総合資源エネルギー調査会第6回省エ
ネルギー・新エネルギー分科会水素
政策小委員会／資源燃料分科会アン
モニア等脱炭素燃料政策小委員会合
同会議
“カーボンニュートラルへの化学産業
としての取組みと水素・アンモニア
活用”
日本化学工業協会 資料より

2023/4/5

・ 購入電力以外のエネルギーを水素に転換した場合、460万トン/年の水素が必要
・ エチレン、プロピレンを計338万トン(現在生産量の30%)をCO2原料として生産する場合、

145万トンの水素が必要となる。
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水素戦略に関する政策要望

化学産業にとっての水素の位置づけ：還元剤、クリーンエネルギー、化学品原料（CO2固定化）

1. CN化を進める中でも競争力ある水素の確保は不可欠
- 原料転換： 化学反応の還元剤に加え、CO2を原料化にはH2が必須（CCUの原料）
- エネルギー転換： クリーン電力に加え、H2等へのエネルギー転換が必要

化学品の価格上昇を抑え、国際競争力確保の観点から2050年目標(20円/Nm3)の水素価格の見直しが必要
国内のH2受入れ拠点整備・コンビナート構造改革に関わる支援

（港湾施設・タンク・パイプライン・貯蔵施設などのインフラ整備）

2. CNへのトランジッションの重要性を明確化する
・CNのゴールに対し、トランジッションにおけるH2等の役割を明確に示す
・日本のトランジッションの妥当性を示し、国際的に認められる公正なトランジッションを確立する

3. 産業戦略として、 H2の製造に加え、貯槽、輸送、利用、及びそれに関わる素材・部材の強化を加えるべき
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